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◆自分のよさを知り、人を認め、人とつながり協働する
◆自ら律し、自ら学び続け、自らを表現する
◆ゆめの実現に向けて挑戦する
◆堺を愛し、堺を誇りとする
◆多様な価値観を認め、多様な文化を理解する

令和７年度教育方針 堺市立黒山小学校 校長 所 浩子

第3期 「未来をつくる堺教育プラン」
【堺の教育理念】 「ひとづくり・まなび・ゆめ」

・ 豊かな心の 人づくり ・確かな 学び の形成 ・ ゆめ をはぐくむ教育の推進

めざす子ども像 「それぞれの世界へはばたく“堺っ子”」

めざす学校像 「子どもの未来をつくる学校」

◆主体的・協働的な学びを通して「総合的な学力」を育む学校
◆多様性を認め、一人ひとりの個性を尊重する学校
◆子どもの発達段階に応じて一貫した教育を行う学校
◆「チーム力」を発揮し、家庭・地域・関係機関とともに子どもを育てる学校
◆いじめの未然防止・早期発見・早期対応に真摯に取り組み

早期解決を図る学校

めざす教員像 「情熱・指導力・人間力を備えた教員」

◆子どもを愛し、ゆめと情熱をもち続ける人 ◆子どもに寄り添い、学び続け、確かな指導力をもつ人
◆豊かな人権感覚をもち、信頼される人間力をもつ人
◆高い危機管理意識をもち、子どもの生命や心身の安全・安心を確保できる人
◆「いじめは絶対に許さない」と毅然とした態度を示し、子どものＳＯＳに気づく感度の高い人

今年度は令和３年度に策定された「第３期未来をつくる
堺教育プラン」の最終年度です。
本プランでは、すべての子どもたちが多様性を認め、ゆ
めや目標、挑戦心や粘り強さをもって、感性を豊かに働か
せながら未来を切り拓くことができる力を育む必要があ
ると示されています。
超スマート社会(Society5.0)の到来や、新型コロナウ
イルス感染拡大など予測困難な時代において、次代を担う
子どもを育成するためには、これまでの学校教育の成果と
課題を踏まえつつ、教育が社会の変化についていくので
はなく、教育が社会の変化を生み出すという強い意志を
もって、ＧＩＧＡスクール構想におけるＩＣＴの積極的な活用
等、新たな時代に対応した取り組みを推進することが、よ
り一層求められています。

子どもたち一人ひとりが未来を切り拓くこと
のできる資質・能力を教職員全体で共有
家庭や地域と連携しながら、

組織的な取組の推進

令和7年度までの指標





https://www.city.sakai.lg.jp/kosodate/kyoiku/
gakko/changechallenge.html

Change ＆
Challenge

総合的な学力向上

特別支援教育の充実

不登校の子どもへのサポート

教職員の働き方
働きやすさと働きがい



学校群
ねらい；
・スケール
ひと・もの・資金・情報・実践知の最大限活用
（子どもの減少、学級数の減少、教職員の減少 ）

・社会変化
社会の価値観の多様化への対応

・校種を超えた連続した学び
変化のはげしい時代における

子どもたちに身に付けてほしい力を
9年間で「つながる教育」で育てる

令和7年度 全市で実施
①学校群推進組織体制の構築
②学校群教育目標の設定
学校群グランドデザインの作成

③取組の検討

令和7年度 ALL美原（２中１一貫校５小）
① 学校群教育目標
「(知）学びを楽しみ、（徳）仲間とのふれあいを楽しみ、

（体）体を動かすことを楽しむ 美原っ子」
② 夏の合同研修

７月２３日 美原中学校にて
会場は持ち回り

毎年、終業式２日後

学校力向上プランにも
位置づけ



令和６年度 学校教育目標
『自ら学ぶ意欲を育てる教育活動の推進』

「★知・徳・体の調和のとれた黒小っ子の育成」
「★堺版地域コミュニティスクール『黒小ネット』の推進

令和6年度 重点目標
「つながり力」でチーム学校の実現
～協働的な学びをとおして～

めざす学校像
●一人ひとりのよさと個性をみとめ、生きる力をはぐくむ学校
●教職員がチーム力を発揮し、課題に挑戦する学校
●家庭・地域と連携・協働できる学校

黒小っ子の合言葉（あいことば）
「つながる力」をつけよう！のばそう！はっきしよう！

めざせ「聞き耳名人」「お話名人」「発見名人」！

めざす子ども像

★進んであいさつのできる子 ★自分も人も大切にできる子

★何事にもねばり強く頑張る子 ★自ら考え、行動できる子

★夢に向かい、今日を明るく生きぬく子

ウェルビーングの
向上について

次期教育振興計画（国）における方向性



学ぶ意欲を育てる教育活動の推進
☆知・徳・体の調和のとれた黒山っ子の育成

☆堺版地域コミュニティースクール「黒小ネット」の推進

【令和７年度 学校教育目標】

令和７年度 黒山小学校教育重点目標

☆職場としての重点取り組み ～ 真の「働き方改革」にむけて ～「働きやすさ」と「働きがい」
☆カリキュラム・マネジメント（ＲＶ－ＰＤＣＡサイクル）の好循環による学校教育活動の活性化

・子どもたちの思考力・判断力・表現力等の向上 … 主体的・対話的で深い学び
生活・総合的な学習の時間を活かす

「指導と評価の一体化」（つけたい力と子ども自身のふりかえり 自己調整力
学びの記録(ポートフォリオ） 自分の変化や成長を知る
学びの方略の獲得を意識した学習の場づくり

・チーム学校 かかえこまない ほっとかない 教職員も 子どもたちも！
・個に応じた教育（特別支援教育の充実 ユニバーサルデザイン授業の推進）
・学びのコンパス … 個別最適化の実現（子どもの「問い」から始まる学び）

子どもたちにとっても、「学びやすさ」と「学びがい」があってこそ、「楽しい！」
なんのために学ぶのか どのようにして学ぶのか 何の力を使うのか（何の力がつくのか を明確に！

それがなければ、「定着」「持続」が困難になる…

変化の激しい時代において、持続可能な社会を形成する力が、子どもたちに求められています。そのために
は、未知の状況にも対応できるような思考力，判断力，表現力等が必要です。それらは，①人の意見や思いを
受け止めて「つながる」，②あきらめずに根気よく「ねばる」，③自分の状況や考え，願いをふまえて「自分で自
分の言動や心のうちを自己決定していく経験」を多く持つことで育まれていくものだと思います。これらの力
は，意図的かつ計画的に集団や子どもたち個人に働きかけることをなくしては育成はのぞめません。その働き
かけ（支援）は，集団や個々の子どもたちの「今の姿」をみつめ，「めざす姿」へのステップを見定めて行われる
べきものです。そのステップは，教育における「評価」であると考えます。「評価基準」を設定し，集団や個々の子
どもの「今の姿」をモニタリングしながら，自らの教育活動を持続的に改善し，「めざす姿」を希求してていくこ
と。それこそが，学校教育活動です。
変化の激しい時代にさらされているのは，学校も同じです。「個に応じた教育」がますます求められるように
なってきています。より柔軟に，しなやかに，ＲＶ－ＰＤＣＡサイクルを意識し，カリキュラムマネジメントを適切
に行うことで，子どもたちによりよい学びの場を提供できると考えます。それを支えるのは，「人とつながる
力」です。教職員も，しっかりつながりあいましょう。そしてそれぞれの強みを生かしたリーダシップを発揮し
てください。子どもたちも場や力に合わせてリーダーシップが発揮できるように支援してください。学校内外
の人と力をあわせて，変化の波をわたっていきましょう。
〇『誰一人取りのこさない教育』 授業のＩＣＴ活用・ＵＤ化を推進する。 全員の授業参加を保証する。
・構造化…授業途中で一度学習内容を整理する時間を設ける。
・共有化…ペアでの確認や他の児童の言葉を再現させるなど、自分の言葉で話す場面を作る（協働性育成）。
・視覚化…ヒントとなる掲示物、色別したフラッシュカードなどを用意する。（個別最適化）
・授業後の成果物（ノート・ワークシート）で，到達度を見て取る（形成的評価）。→フォローを入れる

学級の一番困っている子にフォーカス 「教える」から「学び」へ

＜ めざす学校像 ＞

●一人ひとりのよさと個性をみとめ、
生きる力をはぐくむ学校

●教職員がチーム力を発揮し、
課題に挑戦する学校

●家庭・地域と連携・協働できる学校

＜めざす子ども像 ＞

★進んであいさつのできる子

★自分も人も大切にできる子

★何事にもねばり強く頑張る子

★自ら考え、行動できる子

★夢に向かい、今日を明るく生きぬく子

「主体的、対話的で深い学び」「心と体の健全な育成」「特別支援教育の充実」「学校力の向上」

「つながり力」で「魅力的なチーム学校」の実現
～「わくわく・いきいき」をとおして～

ICT活用
デジタルDXによる

業務改善

全員が
同じ時間に

同じことをする…
教科書どおり…

から
離れてみる発想

成果物

所見



１.「総合的な学力」の育成

・授業改善；主体的対話的で深い学びの実現 個別最適化な学びの実現
・学力調査結果等を検証、改善方策について全職員で検討年１回以上
・全教職員の参画「カリキュラムマネジメント」の充実 校内研究授業6回
・ＵＤL（通常学級でも）についての教職員の資質・向上

【令和７年度 学校指標一覧】

11.えがおあふれる
学びの場づくり

６.特別支援教育の充実

４.豊かな心の育成

13. ひろがる教育の推進 ・学校の実情や特色に応じた、地域や企業、ＮＰＯ法人等と連携

10.信頼される教員の育成

・学校がめざす子ども像実現に向けた研究テーマの校内研修年３回以上
・公開授業と全員参加の協議会を年６回以上実施
・「いじめチェックシート」を活用した校内研修を年１回以上
・年度当初に全職員に個人情報の取扱いに関する研修実施
・毎月１日を「個人情報点検デー」とし、適正な取扱いと管理の徹底
・人権研修を全職員が年１回以上受講
・「体罰根絶のために(第３改訂版)」を活用した校内研修を年１回 以上
・コンプライアンスやハラスメント防止に関する校内研修を年１回 以上

12.子どもの安全確保

・「学校安全担当」を位置づけ、「学校安全計画」を作成
・転落事故防止や不審者侵入防止の視点を含めた安全点検を月１回
・「地震・津波対応マニュアル」を活用し、「学校園防災計画」を作成
毎年、検証し、更新する
・災害時利用できる施設開放区域明示、３ヶ所以上避難スペース確保

・いじめアンケート年３回以上、３年間保存
・「学校いじめ防止対策委員会」を設置し、情報共有と会議録の作成
・「学校いじめ防止基本方針」を見直し、ＨＰに掲載

７.つながる教育の推進

・スタートカリキュラムを編成・実施・評価・改善 幼児期までの１０の力を意識

・保幼小合同研修会、1名以上受講 ・ワクワクひろば年２回以上
・学校力向上プランに小中一貫グランドデザイン(学校群）の内容を位置づける。
・中学校区における情報交換を学期に１回、合同研修を年1回以上(オンライン含む）

８.学びの機会の確保 ・３日連続欠席児童の情報交換、７日以上所在等不明の場合は報告
・日本語指導必要児童の教育課程編成と個別の指導計画の作成

９.学校マネジメント力の向上
・「学校力向上プラン」を作成・公表し、進捗状況、年度末評価の公表
・「学校協議会」を年３回以上実施
・「ワーク・ライフ・バランスの推進」 衛生委員会学期に１回実施

・相談窓口を保護者に周知し、全教職員で支援体制を構築
・特別支援教育研修を年１回 こども支援委員会を月1回 以上実施
・支援学級担任研修会や校外の研修会に1名以上参加し、全校で共有

２.グローバルに活躍できる力の育成
・「子ども堺学」の学習を、全学年で年２回以上
・外国語教育の充実(多文化共生教育の充実）

３.超スマート社会で活躍できる力の育成
・ＩＣＴ教育の充実
・プログラミング教育の充実

・人権校内研修を年１回以上実施 人権課題についての学びの場の保証
・保護者への道徳公開授業を年１回実施 人権研究授業を年１回実施
・感謝・社会性・協力等の視点を重視した「あいさつ」運動の展開

５.健やかな体の育成 ・運動の楽しさを実感できる教育活動改善
・がん教育・組織的な食育・睡眠教育の推進

1４.生涯にわたる学習環境の充実

1５.教育環境の整備

1６.学校施設の整備

・教育行政、他校種、医療、地域や企業、ＮＰＯ法人等と連携

・学校の実情や特色に応じ、教育行政，地域と連携した計画的ソフト面の充実学校協議会

・学校の実情や特色に応じ、教育行政，地域と連携した計画的ハード面の充実



（先生方で取り組んでほしいこと）

カリキュラム・マネジメント（自立し持続可能な教育活動の改善）
ＲＶ－ＰＤＣＡサイクルのＶ（学校教育重点目標）の達成の具現化

・質の高い学年会で「チーム学校」を実現 今の子どもの姿 めざす子どもの姿 それを支える支援
・主体的対話的で深い学び，指導と評価の一体化の実現
・思考力・判断力・表現力のみとりを確実に情報活用能力の育成（診断的評価・形成的評価・最終評価）
ルーブリック（評価基準）の提示（毎時間・単元ごと） ポートフォリオ）学びのメタ認知をはかる
学びを深めるための構造的な授業・板書・ノート・児童用ＰＣの文房具化を視野に

（中学校へつなぐ）（協働的な学び 指導と評価の一体化 個別最適化）
・時間は最も希少な資源であることを念頭においた充実したタイムマネジメントの実施
１日の流れ、１時間の流れを、必ず最初に伝える。（ユニバーサルデザイン）
１５分の枠組みで，朝，昼，放課後に集中した学力保障タイム

・先生も子どもたちも、新しいことにチャレンジ 変化への対応を！
ＧＩＧＡスクール 総合的な学習の時間の充実（探究的な「みんいく」）教科横断的な学習

・子どもが活躍する場面の意図的な設定「はとぶえ」「読書手帳」「スポーツテスト」など

〖令和７年度学校力向上プラン〗（学校の指標づくりの土台）

確かな学び

思考力・判断力
基礎基本とは
何かを問い直す

子どもたちの思考力・判断力・表現力の育成のために、学校教育活動全
般において主体的対話的で深い学びの実現及び個別最適化な学び（Ｕ
Ｄ授業），言語活動の充実（学びの動機づけ）を図る。
ICTの活用や各種調査結果から学びの最適化を図る。
家庭学習と授業の接続を図る。読書の励行。

授業改善

子ども自らが生活・学習をふりかえり，適切な判断力に基づく実践力お
よび継続力の育成を図る。（ポートフォリオ等の活用）（深い学びへ）。教
えるから学ぶへ。ICT活用等。
学びの記録と自己省察（ふりかえり）の充実 … 自己調整力

豊かな心
・

健やかな体

心の教育の充実
多様性を受け入れ、自らの思いを発信し、お互いの成長を支え合う集団
を育成する。異学年，地域，他校との交流。ポジティブ行動支援。アセス
（学校適応尺度）の活用。人権課題との出会い。

体力の向上
自らの成長や，心地よさを感じながら、体力向上に取り組む子を育てる。
「みんいく」「食育」

地域協働 信頼される学校

HP，学校だより，学年だより，学級だより等で，学校教育活動の積極的
な発信，公開をすすめる。地域，家庭，学校の協働体制をすすめる。（生
活科・総合的な学習の時間への参画）
学校の支援組織である「黒小ネット」と連携し，地域とともに歩む学校づ
くりに取り組む。

縦につながる学び
横に広がる学び

学校群
架け橋期プログラム

他校との実践交流、インフルエンサー、初研、幼稚園子ども園等との交流
を相互参観やICT活用等で推進していく。

ICT活用

おもしろい！
たのしい！

R7 ３ｐ
アップ目標

特別支援・人権

研修

特別支援・人権

健康・安全

教務
４部会

研修

生徒指導

NEW ４部会
学校群



WHAT

ＨＯＷ

ＷＨＹ

課題解決（早く正確に）が求められていた時代

から
課題が一見みあたらない時代

新しい価値を創造していく時代

自分のWellbingを創造する力
を

子どもたちが
つける必要がある！

●●力
で

子どもたちは自分のWellbingを
自分の力で

創造できるはず！

算数科
生活科

総合的な学習の時間を軸とした

カリキュラムマネジメント
主体的対話的で深い学び

・指導と評価の一体化
適切な評価をし，その結果から
教師が自律的に授業改善

・個別最適化
同じ時間 同じ場所 同じ方法で
学ぶこと以外の方略も

視野にいれる
ユニバーサルデザインの授業

・協働的な学び
授業への教師のマインドセットをチェンジ

ジグソー法やワールドカフェなど
（子どもを学びの主体者に）

思考ツール活用
（思考するとは何かを明確に）

OPPの活用（学びのメタ認知）
ＧＩＧＡスクールの実現

（ＩＣＴ活用の可能性をひらく）

教師が教える授業から
子どもが探求し表現する学びへ

私たちのミッション
小学校教育の中で，「社会で自立し，自らの

wellnessを創り出せる力」を，子どもたちにつけ
られると信じている。私たちの教育活動には意義が

あると信じている。

私たちがすること
Ｔｒｙすること

R７黒山小
共有ビジョン

今年度も

「つながる力」に着目！
★人とつながる
あいさつ
「わからない」が言える
「おしえて」が言える
★学びとつながる
？や！がある授業づくり
解決したい問がある授業づくり
居場所と出番がある授業づくり

チーム担任制
とは？
児童観

指導観を共有！

探究的な学び

学びのコンパス
STEAM教育

自由進度学習への
チャレンジ

45分を
どう

組み立てる？
座席にすわったまま？
プリント学習？

めざす 魅力的な学校
わくわくしながらプランをたて、いきいきと働く職員が

わくわくしながら見通しをたて、いきいきと学ぶ子どもたち

育てたい 非認知能力

子どもたち自身が
意識できるように！

認める

居場所と出番
の保証

令和７年度 黒山小学校教育重点目標



【堺市教職員人事評価制度】

コンプライアンス遵守 同僚性の発揮 教職アイデンティティの確立
教職員のＱＯＬの向上（他者 貢献と自己貢献のバランスを）

《 教 科 指 導 力 》
思考力・判断力・表現力の向上に向けた取り組み

《自立・自己実現の支援》
どの子も自己存在感，自己有用感，自己有能感が感じ取れる取り組み

（学校生活の中で活躍場面を創出 安心・安全 居場所づくり）
《 学 校 運 営 》 学校重点目標の実現 組織人である自覚

（自己評価シートに反映させる）
※ どの取り組みも、年間を通して取り組め、第三者がはっきりと評価を確認できるもの
にしてください。（客観的に数値で示すことのできる判断材料で必ず評価する。）

他者貢献 はた（周りの人；児童・保護者・同僚・地域）をらくにして「はたらく」

＋

自分貢献



共創するヴィジョン

共同体としてのめざす子どもの姿

初研で
研究授業

ICT

読み聞かせ

他の研究Gへ
の参加

おひとりひとり先生方の
教職アイデンティティ

自己マスタリー なぜこの仕事を選んだのか

「つながり力」で「魅力的なチーム学校」の実現
～「わくわく・いきいき」をとおして～

学校の教育活動
のベース

わくわくしながら見通しをたて
いきいきと学ぶ子どもがいる
わくわくしながらプランをたて
いきいきと働く職員がいる

魅力的な学校

令和７年度 黒山小学校教育重点目標

学年目標・学級目標



参観日等保護者啓発

変化の大きい社会の中で 自分のWellbingを実現する

子どもへの
アンケート

学校教育
アンケート

堺市学調

全国学力調査

すくすくウォッチ

教科研修
アンケート

心の
アンケート
年3回

小テスト系

テスト系

総合学力P

府

市

つまづき
把握

主体的・対話的で深い学びの創造 探求的な学び 総合的な学習の時間 生活科

地域資源活用 ICT活用育てたい力をみとおして 学校図書館の活用推進

自らの健康に自覚的に

令和の学びへ
教職員の指導観をアップデート 洗練化

私たちはどのような教育活動を展開するのか

高学年をリーダーに

UDL（合理的配慮 個別最適化な学び） アセス 協働的な学び 共感的子ども理解

人権課題への理解
同和
外国籍
障害者

LGBTｑ＋
国際平和

主体的
日常的な
運動

目標は
だれが決める？
評価は？

学校のやくそく
学校いじめ防止
基本方針

姿勢 返事 あいさつ
「困った子」？

本当は「困っている子？」
給食
清掃

調査結果を
生かした
授業づくり

なぜ それをするのか
大人も子どもも考える

一人ひとりを大切に
ちがいを認め合う
いいところさがし

多様なことばの獲得
多様な経験と感覚異学年交流

子どもにとっても 大人にとっても 安心・安全 魅力的 Cｈange＆Challenge

スポーツテスト

幸福で肉体的、精神的、社会的すべてにおいて満たされた状態

自分で自分の身を守る
避難訓練 交通安全
放課後の過ごし方
不審者 災害

☆不登校の子どもへのサポート☆「総合的な学力」の育成☆特別支援教育の充実

道徳教育 教科教育 総合的な学習の時間 生徒指導特別支援教育 健康安全教育

STEAM教育

対話する道徳

質の高い 読書 ／ 多様な 自己表現の場（はとぶえ） ／ 多くのコミュニケーションの方法と時間と場

みんいく

7つの約束

学校保健委員会 アレルギー対応委員会子ども支援委員会

専科教育の推進

規範意識の醸成SC SSW
関係機関との連携 就学相談の充実

自主学習
自立した学び手へ
授業と連携

自主・自立・自律

いじめ不登校対応委員会

学びの土台

スクリーニング

学びのコンパス

人権教育

生徒指導特別支援
人権

研修健康安全

教育相談・就学相談

☆働き方改革 働きやすさ 働きがい

通級指導

「つながり力」で「魅力的なチーム学校」の実現
～「わくわく・いきいき」をとおして～

国



他の教育機関（幼保小中）…学校群 架け橋期
美原区行政

堺市教育行政（教育委員会）
堺市行政

地域

・見守り隊
（感謝の会）

・地域行事

・堺版
コミュニティーS
・地域資源活用の
キャリア教育、
環境教育等への

参画

学校

・主体的、
対話的で
深い学びの実現
・チーム力を

生かした
学校運営

・教職員の
人権意識の醸成
・教職員の専門性
授業力向上に

資する研修
・幼保小中連携の

充実
・HPでの積極的

発信

家庭

・学校の教育活動
への深い理解を
もとにした
協力、支援、参画

・堺市
「家での７つの

約束」
・家庭学習習慣

社会全体

国際情勢

黒小ネット
開かれた学校づくり

学校協議会

令和７年度 黒山小学校教育重点目標

「つながり力」で「魅力的なチーム学校」の実現
～「わくわく・いきいき」をとおして～



堺の教育への信頼を守るために

・意識改革
影響を受ける人のことを考えて！
責任を果たす！

・マネジメント
組織人であることを忘れずに！

・習慣・風土
学校も社会の一部。
本当の心理的安全性を！

（相互指摘できる仲に！）
・人材育成
職務の意義を常に心に、頭に。
教職員は、自らを高めることも職務！

・働き方改革
タイムマネジメントだけでなく、質の向上を！

〇人権尊重
〇誇り
〇自分ごと
〇知的理解
〇気づき

※個人情報は手渡し！
※生指メモやホワイトボード、ノートの扱い



〇チームで取り組むとは…
・指導観を合わせる
・ともに子ども理解を深める

〇具体的方略をとるとは…
・授業はじまりの３分 終わりの３分
・朝の時間の活用
・ときには、２分割、３分割など
・空き時間、あおぞら、通級、自分や他クラスの

様子をみる

子どもは有能な学び手である

個別最適な学び・協働的な学び
子どもが、自分自身の学びの内容や学び方、成長などについて

語ることができる学び

新たな授業形態
学習の集団や時間、順番、教材・
教具、課題、結論等が、同じでは
なく、個々の子どもが自分に最適
なものを選択できる授業形態

進化した一斉授業
新たな授業形態を行うことにより、
一斉授業の強み、弱みを教員と子
どもが実感した上で、一斉授業の
強みを生かして行う授業形態

※一斉授業 … 教師が知識を伝達することとは異なる
強み
全員で共有したい情報を伝達したり、様々な意見をもとに対話したりすることができること
弱み
自分が学びやすい方法を選んだり、自分のペースで学びを進めたりすることが難しいこと

授業改善の視点
集団をかえる … 内容価値に応じて
時間をかえる … 個々に適した時間
教材・教具をかえる … 個々に適したものへ
学習課題をかえる … 複数の学習課題を準備
結論 … 異なった結論 オープンエンド

ミックス

校内研究授業
学校教育重点目標へ
のチャレンジ！

キーワード

ICT持ち帰り
宿題の出し方
ポートフォリオ

（めあてとふりかえり）

ルーブリック
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